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(57)【要約】
　【課題】
　【解決手段】オーバーランニングカップリング組立体
及び第１及び第２の平坦部材の係合を制御するための方
法において、２セットの対向する係合ストラットを単一
のコントロールプレート又は部材の一動作で利用する方
法を提供する。第１及び第２の平坦部材は第１の軸に対
してほぼ垂直に延在する内側表面を有する。この組立体
は自由に動く前進キー及び前進キーに対向する自由に動
く後退キーを具える。前進キー及び後退キーはノッチに
係合する係合位置と第２部材が第１部材に対してフリー
ホイールになる解除位置との間で可動である。平坦コン
トロール部材は第１及び第２の表面との間に配置され、
第１部材に対する第１及び第２の角度位置との間で第１
の軸を中心に制御可能に回転できる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オーバーランニングカップリング組立体において：
　内側第１表面及び当該第１表面に形成された少なくとも一の凹部を有する平坦第１部材
と；
　第１の軸を中心に回転可能な平坦第２部材であって、当該第１の軸にほぼ垂直に延在す
る内側第２表面を有し、前記第１表面に近接して配置され、前記第２表面に少なくとも一
のノッチが形成されている平坦第２部材と；
　少なくとも一の自由に動く前進キーと、当該少なくとも一の前進キーに対向している少
なくとも一の自由に動く後退キーであって、前記少なくとも一の凹部で受けて保持される
が、前記第１部材に物理的に固定されることなく、ノッチに係合する係合位置と、前記第
１及び第２部材が互いに対してフリーホイールになる解除位置との間で移動可能である前
進キー及び後退キーと；
　前記第１部材によって担持され、前記前進キー及び前記後退キーを前記第２表面の方向
へ押圧する第１のバイアス部材セットと；及び、
　前記第１及び第２表面との間に配置され、前記第１部材に対する第１の角度位置と第２
の角度位置との間で前記第１の軸を中心に制御可能に回転できる単一の平坦コントロール
部材であって、少なくとも一の開口を有し、当該開口がこの部材を貫通して延在して、前
記前進キー及び前記後退キーがここを通って前記コントロール部材の前記第１の角度位置
で前記ノッチに係合する係合位置に延在し、前記コントロール部材の前記第２の角度位置
の前記解除位置に前記前進キー及び前記後退キーを保持する平坦コントロール部材と；
を具えることを特徴とするオーバーランニングカップリング組立体。
【請求項２】
　請求項１に記載の組立体において、前記少なくとも一の凹部が十分に拡大されており、
前記第１の軸にほぼ平行であるキー軸を中心に前記キーの一つを旋回可能であることを特
徴とする組立体。
【請求項３】
　請求項２に記載の組立体がさらに、前記第１部材に担持されており、前記コントロール
部材が回転する間に、前記キーの一つを押圧して前記キー軸を中心に旋回させる少なくと
も一のバイアス部材を具えることを特徴とする組立体。
【請求項４】
　請求項１に記載の組立体において、一の前進キー及び一の後退キーが前記同じ凹部で受
けて保持されることを特徴とする組立体。　
【請求項５】
　請求項１に記載の組立体において、一の前進キー及び一の後退キーが、前記ノッチに係
合する係合位置で前記コントロール部材の前記同じ開口を通って延在することを特徴とす
る組立体。　
【請求項６】
　請求項１に記載の組立体において、複数の近接したノッチが前記第２表面に形成されて
おり、一の前進キー及び一の後退キーが前記第２表面の近接したノッチに前記係合位置で
係合することを特徴とする組立体。　
【請求項７】
　請求項１に記載の組立体において、前記キーの少なくとも一つが断面台形であり、前記
少なくとも一のキーをその係合位置の外へ容易に移動させることを特徴とする組立体。
【請求項８】
　オーバーランニングカップリング組立体において：
　内側第１表面及び当該第１表面に形成された少なくとも一の凹部を有する平坦第１部材
と；
　第１の軸を中心に回転可能な平坦第２部材であって、当該第１の軸にほぼ垂直に延在す
る内側第２表面を有し、前記第１表面に近接して配置され、前記第２表面に少なくとも一
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のノッチが形成されている平坦第２部材と；
　少なくとも一の自由に動く前進キーと、当該少なくとも一の前進キーに対向している少
なくとも一の自由に動く後退キーであって、前記少なくとも一の凹部で受けて保持される
が、前記第１部材に物理的に固定されることなく、ノッチに係合する係合位置と、前記第
１及び第２部材が互いに対してフリーホイールになる解除位置との間で移動可能である前
進キー及び後退キーと；
　前記第１部材によって担持され、前記前進キー及び前記後退キーを前記第２表面の方向
へ押圧する第１のバイアス部材セットと；
　前記第１及び第２表面との間に配置され、前記第１部材に対する第１の角度位置と第２
の角度位置との間で前記第１の軸を中心に制御可能に回転できる単一の平坦コントロール
部材であって、少なくとも一の開口を有し、当該開口がこの部材を貫通して延在して、前
記前進キー及び前記後退キーがここを通って前記コントロール部材の前記第１の角度位置
で前記ノッチに係合する係合位置に延在し、前記コントロール部材の前記第２の角度位置
の前記解除位置に前記前進キー及び前記後退キーを保持する平坦コントロール部材と；及
び、
　前記第１部材によって担持されており、前記コントロール部材が回転する間、前記キー
のうちの一つを押圧して前記第１軸とほぼ平行なキー軸を中心に旋回させる少なくとも一
のバイアス部材とを具えることを特徴とするオーバーランニングカップリング組立体。
【請求項９】
　請求項８に記載の組立体において、一の前進キー及び一の後退キーが前記同じ凹部で受
けて保持されることを特徴とする組立体。
【請求項１０】
　請求項８に記載の組立体において、一の前進キー及び一の後退キーが、前記ノッチに係
合する係合位置で前記コントロール部材の前記同じ開口を通って延在することを特徴とす
る組立体。　
【請求項１１】
　請求項８に記載の組立体において、複数の近接したノッチが前記第２表面に形成されて
おり、一の前進キー及び一の後退キーが前記第２表面の近接したノッチに前記係合位置で
係合することを特徴とする組立体。　
【請求項１２】
　請求項８に記載の組立体において、前記キーの少なくとも一つが断面台形であり、前記
少なくとも一のキーをその係合位置の外へ容易に移動させることを特徴とする組立体。
【請求項１３】
　第１及び第２の平坦部材の係合を制御する方法であって、
　前記第１部材が内側第１表面と、当該第１表面に形成された少なくとも一の凹部を有し
、
前記平坦第２部材が第１の軸を中心に回転可能であり、当該第１の軸にほぼ垂直に延在す
る内側第２表面を有し、前記第１表面に近接して配置されており、前記第２表面に少なく
とも一のノッチが形成されている第１及び第２の平坦部材の係合を制御する方法において
：
　少なくとも一の自由に動く前進キーと、当該少なくとも一の前進キーに対向している少
なくとも一の自由に動く後退キーであって、前記第１部材に物理的に固定されることなく
前記少なくとも一の凹部で受けて保持されている前進キー及び後退キーとを提供するステ
ップと；
　前記前進キー及び前記後退キーを前記第２表面の方向へ押圧するステップと；
　前記第１及び第２表面との間に配置されて、前記第１部材に対して前記第１の軸を中心
に回転可能である単一の平坦コントロール部材であって、この部材を貫通して延在する少
なくとも一の開口を有する平坦コントロール部材を提供するステップと；及び、
　前記第１軸を中心に前記第１部材に対して前記コントロール部材を回転させるステップ
とを具え、
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　前記少なくとも一の開口によって前記キーが当該開口を通って延在し、前記コントロー
ル部材の第１の角度位置で前記第２部材の前記少なくとも一のノッチに係合し、前記コン
トロール部材は、前記第１及び第２部材が互いに対してフリーホイールになるように位置
する前記コントロール部材の第２の角度位置における解除位置で前記キーを保持すること
を特徴とする第１及び第２の平坦部材の係合を制御する方法。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の方法がさらに、前記キーの一つを前記第１の軸にほぼ平行なキー軸
を中心に旋回するように回転させて、前記第１及び第２の部材のフリーホイーリングを可
能にするステップを具えることを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、オーバーランニングカップリング組立体及び平坦部材の係合を制御するため
の方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　オーバーランニングカップリング組立体は様々な構造環境において、駆動部材から被駆
動部材へのトルクの伝達に用いることができる。これは駆動部材から被駆動部材へトルク
を伝達する一方で、トルクが遮断されたときに、駆動部材を被駆動部材に対してフリーホ
イーリング運動させる。このようなカップリングはしばしばインナーレースと同軸に配置
されたアウターレースを具え、当該アウターレースはそこにカップリングローラを組み立
てるポケットを規定するカム面を有している。
【０００３】
　駆動部材は一方のレースに連結され、被駆動部材は他方のレースに連結されている。駆
動部材から被駆動部材へトルクが伝達する間は、ローラはカム面に対するカム作用によっ
てロックされた状態になり、これによって駆動部材と被駆動部材との間に確実伝導連結を
構築する。トルクが遮断されると、ローラは各カム面からのロックを解除されて、被駆動
部材は駆動部材に対してフリーホイールになる。
【０００４】
　もう一つの一般的なオーバーランニングカップリングは、インナーレースとアウターレ
ースを具え、一方のレースは駆動部材に連結され、他方のレースは被駆動部材に連結され
ている。オーバーランニングカップリングスプラグがアウターレースの内側円筒面とイン
ナーレースの外側円筒面との間に配置されており、トルクが被駆動部材に送られると、こ
のスプラグがレースを互いにロックする。トルク伝達が遮断されると、このスプラグはイ
ンナーとアウター面に対するロックが解除される。
【０００５】
　米国特許第５，９２７，４５５号は、動力変換用に取り付けた駆動部材と、当該駆動部
材の近傍に変換用に取り付けた被駆動部材とを具える双方向のオーバーランニング爪型ク
ラッチであって、駆動部材と被駆動部材の各々が爪に係合するショルダを有するクラッチ
と、駆動部材と被駆動部材との間に配置した複数の硬質爪とを開示している。駆動部材及
び被駆動部材の間で動きをシフトさせる制御要素を取り付けて、爪の位置を制御して、駆
動部材及び被駆動部材の間に延在している係合位置に向けてバイアスをかけて、これらの
間に駆動係合を生じさせる。駆動部材の回転の方向によって一方向に駆動させオーバーラ
ンニングさせる、又は、反対方向に駆動させオーバーランニングさせるように、制御要素
は様々な位置へシフトさせることができる。
【０００６】
　米国特許第６，２４４，９６５号は、駆動部材から被駆動部材へと一方向にトルクを伝
達する、平坦オーバーランニングカップリングを開示しており、逆方向のトルクによって
部材間のフリーホイーリング運動を可能にしている。このカップリングは間に配置したス
トラット保持プレートに近接して配置されたカップリングプレートを具える。一方のプレ
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ートは駆動部材に連結され、他方のプレートは被駆動部材に連結している。各プレートは
ストラット凹部を具えている。一連のストラットが一枚のプレートの凹部に設置されてお
り、各ストラットは回動して、その結果このストラットが他方のカップリングプレートに
伴う凹部に係合できる。保持プレートは角度をつけて間隔をあけて配置した開口を具え、
保持プレートが一の回転位置にあるとき、この開口がストラットに合致してストラットを
旋回運動させる。保持プレートが第２の回転位置にあるときは、ストラットの旋回運動を
妨げ、カップリングプレートを相対的フリーホイーリング運動させる。　
【０００７】
　米国特許第６，１１６，３９４号は、共通軸に沿ってそれぞれが互いに面と面を突き合
わせた関係に配置されたノッチプレートと、環状カップリングポケットプレートとを具え
るオーバーランニングカップリング組立体を開示している。このポケットプレートは前記
軸周りに角度をつけて間隔を置いて配置したストラットポケットを具える。ノッチプレー
トは共通軸の周りに角度をつけて間隔を置いて配置され、ストラットポケットに対して並
置関係に配置したノッチ凹部を具える。ノッチプレートはノッチ凹部の半径方向内側部に
内側周縁レールと、ノッチ凹部の半径方向外側部に外側周縁のレールとを具える。トルク
伝達ストラットがストラットポケットの中に配置されている。各ストラットは一の端部に
第１及び第２の耳部を有し、この耳部と交差する耳部軸を中心にストラットを旋回運動可
能にする。各ストラットの反対側の端部はノッチ凹部の一つに係合可能であり、それによ
って前記プレートの間で一方向のトルク伝達が生じる。各反対側の端部は第１及び第２の
角部を有する。各ストラットポケットは共通軸と平行であるストラット軸を中心に各スト
ラットの旋回運動が可能なように十分に拡大されて、その結果、第１及び第２の角部の一
方が内側及び外側周縁のレールの一方によって選択的に支持され、ノッチプレートとポケ
ットプレートがそれぞれ逆回転しているときに、ストラットのノッチ凹部に対するスラッ
プを防止することができる。
【０００８】
　米国特許第５，９６４，３３１号は、近接した並置関係に位置したポケットプレートと
ノッチプレートを具える一方向クラッチを開示している。この種の一方向クラッチは、近
接して並置された面がクラッチの軸に対してラジアル平面に位置しているため、時に平坦
クラッチと呼ばれる。
【０００９】
　この開示の目的において、カップリングの用語はプレートの一方が変速機のトルク送り
要素に駆動可能に連結され、他方のプレートはもう一つのトルク送り要素に駆動可能に連
結又は固定されて変速機ハウジングに対して固定的に保持されているクラッチもしくはブ
レーキを含むと解すべきである。カップリング、クラッチ、及びブレーキの用語は、相互
に交換して用いることができる。
【００１０】
　ポケットプレートには一方向クラッチの軸周りに角度をつけて配置した凹部もしくはポ
ケットを設けてもよい。このポケットはポケットプレートの平坦面に形成されている。各
ポケットはトルク伝達ストラットを受けており、このストラットの一方の端部がポケット
プレートのポケット中の固定点に係合する。ストラットの反対側の端部は、以下、能動端
部と呼ぶが、ポケット内のある位置から、この能動端部がポケットプレートの平坦面から
外方へ延在している位置へ移動することができる。ストラットは、個別のばねによって、
ポケットプレートから離れる方向にバイアスされる。
【００１１】
　ノッチプレートにはポケットプレートの前記ポケットのほぼ半径上に配置された複数の
凹部もしくはノッチを形成してもよい。前記ノッチはノッチプレートの平坦面に形成され
る。
【００１２】
　オーバーランニング平坦クラッチのその他の例は、米国特許第５，５９７，０５７号に
開示されている。
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【００１３】
　本発明に関する他の米国特許には：第５，０７０，９７８号；第５，４４９，０５７号
；第５，８０６，６４３号；第５，８７１，０７１号；第５，９１８，７１５号；第５，
９７９，６２７号；第６，０６５，５７６号；第６，１２５，９８０号；第６，１２９，
１９０号；第６，１８６，２９９号；第６，１９３，０３８号；第６，３８６，３４９号
；第６，４８１，５５１号；第６，５０５，７２１号；第６，５７１，９２６号；及び第
６，８５４，５７７号があげられる。
【００１４】
　選択可能なもしくは制御可能なクラッチ又はカップリング組立体に対向して係合するス
トラットを有して、トルクを軸周りで両方向に伝達できることが時に所望される。又、こ
のようなクラッチ又は組立体が、オーバーランニング又はフリーホイーリング機能も有し
ていることも所望される。このような対向するストラットセットもしくはキーセットを制
御する一つの方法は、二枚のスライドプレート又はコントロールプレートを設けることで
ある。しかしながら、二枚のスライドプレートは費用がかかり、選択可能なクラッチに対
して複雑である。加えて、このようなプレートはクラッチの外側の制御がさらに困難であ
る。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　本発明の目的は、オーバーランニングカップリング組立体と平坦部材の係合を制御する
ための方法を提供するものであり、上述のコスト、複雑さ、および制御の問題を低減する
ために単一の制御プレートもしくは部材が設けられている。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　上記目的と本発明のその他の目的を達成するため、オーバーランニングカップリング組
立体が提供される。この組立体は内側第１表面を有する平坦第１部材を具える。この第１
部材は前記第１表面に形成されている少なくとも一の凹部を有する。組立体はさらに、第
１の軸を中心に回転可能な平坦第２部材を具え、これは第１の軸にほぼ垂直に延在する内
側第２表面を有し、第１表面に近接して配置されている。第２表面はここに形成した少な
くとも一のノッチを具えている。この組立体は少なくとも一の自由に動く前進キーと、当
該少なくとも一の前進キーに対向している少なくとも一の自由に動く後退キーを具える。
これらのキーは少なくとも一の凹部で受けてそこに保持されるが、前記第１部材に物理的
に固定されてはいない。前進キー及び後退キーはノッチに係合する係合位置と、第１及び
第２部材が互いに対してフリーホイールになる解除位置との間で移動可能である。第１の
バイアス部材セットが前記第１部材によって担持され、前進キー及び後退キーを第２表面
の方向へ押圧する。単一の平坦コントロール部材が第１及び第２表面との間に配置されて
おり、第１部材に対する第１の角度位置と第２の角度位置との間で第１の軸を中心に制御
可能に回転できる。このコントロール部材は少なくとも一の開口を有し、この開口はこの
部材を貫通して延在して、前進キー及び後退キーがここを通ってコントロール部材の第１
の角度位置でノッチに係合する係合位置に延在できるようにする。コントロール部材は、
コントロール部材の第２の角度位置の解除位置に前進キー及び後退キーを保持する。
【００１７】
　前記少なくとも一の凹部が十分に拡大されており、第１の軸にほぼ平行であるキー軸を
中心にキーの一つを旋回可能である。この組立体はさらに、第１の部材に担持されており
、コントロール部材が回転する間に、キーの一つを押圧してキー軸を中心に旋回させる少
なくとも一のバイアス部材を具える。
【００１８】
　一の前進キー及び一の後退キーは同じ凹部で受けて保持してもよい。
【００１９】
　一の前進キー及び一の後退キーは、ノッチに係合する係合位置でコントロール部材の同
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じ開口を通って延在してもよい。
【００２０】
　複数の近接したノッチは第２の表面に形成され、一の前進キー及び一の後退キーが第２
表面の近接したノッチに係合位置で係合してもよい。
【００２１】
　少なくとも一のキーはこの係合位置の外へこの少なくとも一のキーを容易に移動させる
ように断面が台形である。
【００２２】
　さらに、上記目的と本発明のその他の目的を達成するために、オーバーランニングカッ
プリング組立体が提供される。組立体は内側第１表面を有する平坦第１部材を具える。こ
の第１の部材は前記第１表面に形成された少なくとも一の凹部を有する。平坦第２部材は
第１の軸を中心に回転可能であり、この第１軸にほぼ垂直に延在する内側第２表面を有し
、第１表面に密接して配置されている。前記第２表面には少なくとも一のノッチが形成さ
れている。この組立体は少なくとも一の自由に動く前進キー及び少なくとも一の前進キー
に対向した少なくとも一の自由に動く後退キーを具える。これらのキーは少なくとも一の
凹部で受けて保持されるが、物理的に第１部材に固定されてはいない。前進キー及び後退
キーはノッチに係合する係合位置と、第１及び第２部材が互いに対してフリーホイールに
なる解除位置との間で移動可能である。第１のバイアス部材セットは、第１部材で担持さ
れ、第２表面の方向へ前進キー及び後退キーを押圧する。単一の平坦コントロール部材が
第１及び第２表面との間に配置されており、第１部材に対する第１と第２の角度位置との
間で第１軸を中心に制御可能に回転できる。このコントロール部材は少なくとも一の開口
を有し、この開口は貫通して延在しており、前進キー及び後退キーはここを通ってコント
ロール部材の第１の角度位置でノッチに係合する係合位置に延在することができる。コン
トロール部材は、コントロール部材の第２の角度位置の解除位置に前進キー及び後退キー
を保持する。少なくとも一のバイアス部材は、第１部材によって担持されており、コント
ロール部材が回転する間、一のキーを押圧して第１軸とほぼ平行なキー軸を中心に旋回さ
せる。
【００２３】
　一の前進キー及び一の後退キーは同じ凹部で受けて保持してもよい。
【００２４】
　一の前進キー及び一の後退キーは、ノッチに係合する係合位置で前記コントロール部材
の同じ開口を通って延在してもよい。
【００２５】
　複数の近接したノッチが第２の表面に形成され、一の前進キー及び一の後退キーが係合
位置において第２表面の近接したノッチに係合する。
【００２６】
　少なくとも一のキーはこの係合位置から外へこの少なくとも一のキーが容易に移動でき
るように断面が台形である。
【００２７】
　さらに、上記目的と本発明のその他の目的を達成するために、平坦第１及び第２の部材
の係合を制御する方法が提供されている。第１の部材は内側第１表面を有する。この第１
の部材は第１の表面に形成されている少なくとも一の凹部を有する。平坦第２部材は第１
の軸を中心に回転可能であり、第１の軸にほぼ垂直に延在する内側第２表面を有し、第１
表面に近接して配置されている。第２表面はその中に少なくとも一のノッチを具える。こ
の方法は、少なくとも一の自由に動く前進キー及び当該少なくとも一の前進キーに対向す
る少なくとも一の自由に動く後退キーを提供するステップを具える。これらのキーは少な
くとも一の凹部に受けて保持されるが、物理的に第１部材に固定されてはいない。この方
法は、さらに、第２表面へ向けて前進キー及び後退キーを押圧するステップを具える。こ
の方法は、第１及び第２表面との間に単一の平坦コントロール部材であって、第１部材に
対して第１軸を中心に回転可能であるコントロール部材を提供するステップを具える。こ
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のコントロール部材はこれを貫通して延在する少なくとも一の開口を有する。この方法は
、さらに、第１軸を中心に第１部材に対してコントロール部材を回転させるステップを具
える。少なくとも一の開口によってキーが当該開口を通って延在し、コントロール部材の
第１の角度位置で第２部材の少なくとも一のノッチに係合することができる。このコント
ロール部材はコントロール部材の第２の角度位置における解除位置でキーを保持し、第１
及び第２部材は互いに対してフリーホイールになるように位置する。
【００２８】
　この方法は、さらにキーの一つを第１の軸にほぼ平行なキー軸を中心に旋回するように
回転させるステップを具え、第１及び第２の部材のフリーホイーリングを可能にする。
【００２９】
　添付した図面とともに解釈して、本発明の上記目的とその他の目的、特性、及び利点は
、以下の本発明を実施するための最良の形態の詳述から容易に理解される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３０】
　図１は、本発明の一つの実施形態によって構成した、符号１２で表す平坦又はオーバー
ランニングカップリングもしくはクラッチ組立体の、符号１０で表すポケットプレートを
示す。符号１４で表す、駆動カップリング又はノッチプレートはポケットプレート１０内
に入れ子状に重ねられている。駆動ノッチプレート１４は、トルク入力シャフト（図示せ
ず）に駆動可能に連結される。この駆動連結は、駆動ノッチプレート１４に形成された入
力シャフトの外側スプラインに駆動可能に係合している内側スプライン１６によって構築
される。
【００３１】
　ポケットプレート１０には外側スプライン１８が設けられている。
【００３２】
　アクチュエータ（図示せず）は、スライドプレートフォーク２２を介して、符号２０で
表すスライドプレートもしくはコントロールプレートに駆動可能に連結されている。これ
は、コントロール部材又はプレート２０のタブ２３に固定され、これによって、コントロ
ールプレート２０が入力シャフトの軸（図３に示すように、プレート１４及び２０が周り
を回転可能である第１軸２４と一致する）に対する角度を調整する。コントロールプレー
ト２０はプレート１０と１４との間に配置されて、プレート１０と１４に対する回転角度
を制限している。
【００３３】
　プレート１４はプレート１０に対して軸２４を中心に両角度方向でフリーホイールにな
ることができる。図７に示すように、双方向のフリーホイーリング運動は、アクチュエー
タが軸２４を中心にポケットプレート１０に対して（フォーク２２を介して）コントロー
ルプレート２０の角度位置をある位置（すなわちオーバーランもしくは解除位置）に調整
するときの動作モードで達成される。図６は、ポケットプレート１０に対するコントロー
ルプレート２０のある角度位置（すなわちロックもしくは解除位置）を示す。
【００３４】
　図１はクラッチもしくはカップリング組立体１２を分解して示す図である。図５に示す
ように、駆動ノッチプレート１４は、その中に形成され、共通の壁２９によって分離され
ている一又はそれ以上のノッチ２８を有する内側表面２６を有する。ノッチプレート１４
はポケットプレート１０で受けるように構成されている。
【００３５】
　ポケットプレート１０はその中に形成されている一又はそれ以上の細長い凹部３２を有
する内側表面３０を有する。プレート１４及びプレート１０のそれぞれの内側表面２６及
び３０の中間にあるのはコントロールプレート２０である。
【００３６】
　１２個のストラット又はキーをポケットプレート１０の６個の凹部３２で受けて保持す
ることが好ましい。６個のキーが軸２４周りを前方向にトルクを伝達するための前進キー
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３４であり、６個のキーが軸２４周りを逆方向にトルクを伝達するための前進キー３４の
それぞれに対向する後退キー３６である。各ストラット又はキー３４及び３６は、それぞ
れ平坦でほぼ長方形の部分３８及び４０と、それぞれ一対の耳４２及び４４とを具える。
図４に最も良く示すように、各凹部３２は一の前進キー３４と一の後退キー３６を受けて
保持することが好ましく、後退キー３６はそれぞれの前進キー３４に対向している。
【００３７】
　図４に最も良く示すように、ストラット３４及び３６は断面が台形である。言い換える
と、ストラット３４及び３６の自由縁面は、角度が付いており（すなわち、平行ではない
）、プレート１０及び１４の解除能力が向上する。
【００３８】
　説明を簡単にするために、後退キー３６などの後退キーは図６及び図７には示していな
い。しかしながら、後退キー３６は前進キー３４を受けて保持する各凹部３２に配置する
ことが好ましいことは自明である。
【００３９】
　図４に示すように、ストラット３４及び３６の回転の軸となる端部（すなわち、凹部３
２内で回転するキーの端部）は凹部３２の対向するエッジに配置されている。同様に、そ
の他のストラット３４及び３６の回転の軸となる端部は、これらに対応する凹部３２の対
向するエッジに配置されている。
【００４０】
　コントロールプレート２０には６個の細長い開口４６が設けられている。これらは軸２
４周りに等間隔に角度をつけて配列されている。コントロールプレート２０は軸２４周り
のどちらかの方向にトルクを伝達するため適切に角度をつけて配置されており、一の開口
４６は各凹部３２上に直接配置されるであろう（すなわち、図３及び図４を参照されたい
；図６は凹部３２の一部、開口４６の一部、及び前進キー３４のみを示し、説明を簡単に
するために対応する後退キー３６は示していない）。
【００４１】
　開口４６及びノッチ２８は、それぞれキー３４及び３６の一部３８及び４０がノッチプ
レート１４内の隣接するノッチ２８に入り、ノッチ２８の端部に係合してキー３４と３６
及びプレート１４の間にロック動作を構築する大きさである。これによって、プレート１
４とプレート１０との間で両方向にトルクを伝達することができる。
【００４２】
　図７に示すように、コントロールプレート２０が別の角度位置に回転すると、各凹部３
２内の両ストラット３４と３６がこれらの凹部３２の中へ下方向に回転して、少なくとも
部分的にコントロールプレート２０によって覆われて、それぞれの回転の軸となる端部を
中心とした上方向の旋回運動を防ぐ。（後述のとおり、このようなコントロールプレート
２０が回転する間、前進キー３４も軸２４にほぼ平行なキー軸を中心に回転する。）コン
トロールプレート２０がこのように位置するとき、プレート１４はプレート１０に対して
軸２４を中心にどちらかの方向にフリーホイールになることができる。
【００４３】
　前進キー３４はコントロールプレート２０および／またはノッチプレート１４によって
覆われる。キー３４はノッチプレート１４によって部分的に保持されている間、外側へ回
転する。言い換えると、前進キー３４にトルクが開放される前にコントロールプレート２
０が動くことができる。図７に示すように、コントロールプレート２０が角度をつけた位
置へ回転するとき、前進キー３４は必ずしもすぐに外側へ回転しない。コントロールプレ
ートの移動時に前進ストラット３４に負荷がかかると、ストラット３４はロックされた状
態を維持する。組立体が前方へオーバーラン運動を始めると、ストラット３４はノッチプ
レート１４によって下に押され、ばね６６によって最終オーバーラン位置まで回転する。
【００４４】
　本発明ではどのような好適なストラットばねを使用してもよいが、図１、図３及び図４
は、本発明の実施形態で使用されているストラットコイルばね４８を示す。一のばね４８
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は凹部３２の中に形成された凹部５０内で各ストラット３４及び３６の下に設置されてい
る。
【００４５】
　図１は又、ストラット３６及び３４それぞれの、耳部４４及び４２をそれぞれ受ける凹
部３２の細長い部分５２及び５４を示している。凹部３２の一部５２及び５４は、各スト
ラット３６及び３４の回転の軸となる端部でそれぞれ、耳部４４及び４２をそれぞれその
中に固定することができる大きさである。
【００４６】
　ノッチプレート１４をそれらの間のコントロールプレート２０とともにポケットプレー
ト１０内に受けると、プレート１０及び１４は保持リングもしくはスナップリング５６に
よって、固く軸方向に保持される。スナップリング５６はノッチプレート１４に形成した
外付溝５８で受けて保持されており、溝５８は図３に示されている。組み立てた時に、コ
ントロールプレート２０はポケットプレート１０に形成された環状溝６０内に位置する。
図１に示すように、コントロールプレート２０には角度間隔を置いた外側周辺の曲げフラ
ンジ６２が設けられており、これは、プレート１０の内側表面もしくは表面３０に形成し
た外側周辺溝６４内に延在している。このように、コントロールプレート２０は組立体１
２の軸２４を中心に角度をつけて摺動することができる。
【００４７】
　コイルばねは、その一つを図６及び図７に符号６６で示しているが、フランジ６２と前
進キー３４の大きい方の耳４２との間の溝６４の中に配置されている。図６のロック位置
から時計回り方向にコントロールプレート２０が動くと、フランジ６２は各ばねを押圧し
てキー３４の大きい方の一つの耳４２に接触させ、コイルばね６６を縮ませ、軸２４にほ
ぼ平行な軸を中心にキー３４を回転させる。キー３４は図７のオーバーラン位置になるま
で、凹部３２内で回転する。コントロールプレート２０の開口４６から延在している内側
フランジ６８は、オーバーランから係止位置へと回転する間、これらに対応する凹部３２
内のキー３４の回転を制御する。
【００４８】
　一般的に、又、図６及び７を参照すると、オーバーランするにはスライドプレート２０
は時計回り方向に回転し、後退ストラット３６（図６及び図７に示さず）を下にして、ば
ね６６が前進ストラット３４の耳４２に接触する。前進ストラット３４が外方に回転して
、クラッチ組立体１２がオーバーランする。
【００４９】
　係止させるには、スライドプレート２０が反時計回り方向に回転し、ばね６６が張力を
解放して、前進ストラット３４は内側フランジ６８によって押圧される係止位置内へと回
転する。後退ストラット３６は跳ね上げられて、組立体１２がロックされる。
【００５０】
　組立体１２のノッチ及びポケットプレート１４及び１０のそれぞれの構造は、寄生オー
バーランの動きを低減する。これは組立体１２が境界潤滑以上に多量のオイルを保持しな
いためである。
【００５１】
　本発明の実施形態を図説し記載したが、これらの実施形態は本発明の形態全てを図説し
記載するものではない。明細書で使われている用語は限定よりも説明するための用語であ
り、本発明の精神と範囲から外れることなく様々な変更を行いうることは自明である。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】図１は、本発明の一の実施形態によって構成したオーバーランニングカップリン
グもしくはクラッチ組立体の分解立体斜視図である；
【図２】図２は、図１の組立体の平面図である；
【図３】図３は、図２の３－３線に沿った断面図である；
【図４】図４は、図３の４－４線に沿った断面図である；
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【図５】図５は、図１の組立体のノッチプレートの斜視図である；
【図６】図６は、一部を切り取った概略平面図であり、組立体のもう一つの実施形態の前
進ストラット、コントロールプレート、及びポケットプレート（説明を簡単にするため対
応する後退ストラットなしで）を示す図である。ここでは、組立体がロックされた位置に
ある；そして
【図７】図７は、図６と同様の図であり、組立体はオーバーランの位置にある。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】

【図７】
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